
第 5 回ニュース作文コンクール 小学生の部 

最優秀賞 青山快さん（小 6） セルモ目黒本部教室 

 

選んだ記事：朝日小学生新聞 2017 年 7 月 21 日 1 面 

タイトル：災害に備える 

 

福岡県朝倉市で、大雨による土砂崩れが起き、たくさんの人が亡くなっ

た。その記事には、事前に避難場所を確認し、防災グッズの準備をしてお

くことが大切だと書いてあった。 

僕はまず、家にあった防災マップを見て、避難する場所を確認した。そ

して、自分の周辺にある危険な場所を調べ、どの経路で避難所に行くのが

安全か考えた。こうすることで、いつ災害が起きても、すぐに避難所へ移

動できる。テレビやラジオで警報が出たときは、早めの移動をすることが

大切なのだ。 

次に、防災グッズの確認をした。懐中電灯の電池が切れていないか、非

常食の賞味期限が切れていないか一つひとつ調べた。 

このような事前の準備をしておけば、たくさんの人が亡くなるようなこ

とは防げると思う。すべての人が日頃から災害に対する備えをきちんと行

ってほしい。そして、次の同じような災害が起きたとしても、大きな被害

がもたらされることのないように願っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 5 回ニュース作文コンクール 中学生の部 

最優秀賞 佐藤美彩希さん（中３） 学習舎 

 

選んだ記事：朝日中高生新聞 2017 年 7 月 23 日号 5 面 

タイトル：見たこと、知ったこと、忘れないこと 

 

 私が今日食べたマグロの夕食はマグロの刺身だった。そのマグロは祖母

が行った旅行の土産で、静岡県焼津港水揚ミナミマグロだった。その時脳

裏に浮かんだのは、63 年前の 1954 年 3 月 1 日にアメリカの水爆実験に

巻き込まれ、被爆した第五福竜丸だった。 

 私は、第五福竜丸の事件をもとに作曲した「ラッキードラゴン～第五福

竜丸～」をマーチングバンド全国大会の出場曲として演奏したことがある。

事件を教科書でしか知らなかった私は、東京都江東区による都立第五福竜

丸展示館に行った。そこには様々な資料があり、乗組員 23 人は全員被爆

した。その頃被害を受けた漁船は他にもあるというが、健康被害は不明な

点が多いという。その後、ゴミの島（夢の島）に放置された第五福竜丸は、

市民の保存運動で 1976 年 6 月現在の地に展示・公開されたのだ。黒ずん

だ白っぽい木造の船からは、言いようのない悔しさが漂っているようだっ

た。アメリカがマーシャル島ビキニ環礁に落とした水爆の名は「ブラボー」。

第五福竜丸の浴びた死の灰が平和のトーチになった。とても皮肉なことだ

と思う。 

 第二次世界大戦が終わって国連ができたが、紛争やテロという「いくさ」

は何も無くなっていない。人類、全生物、さらに地球全体も壊滅するよう

な原水爆の危険性をもっと世界に知らせるべきだと思う。今、北朝鮮のミ

サイル問題があるように、忘れた頃にまた恐ろしいことはやってくる。忘

れてはならない。起こしてはならない。日本は唯一の被爆国であり、二度

と戦争をしないと宣言している永遠の敗戦国だから、世界に向けて原水爆

禁止を訴えるべきだ。まだ選挙権もなく、知識が浅い私に今できることは、

展示館で買ったしおりに書いてあった、第五福竜丸の船長、久保愛吉さん

が残した言葉を忘れないでいることだ。「原水爆の犠牲者は、わたしを最

後にしてほしい」 

 

  

 

 



 


